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講演会開催のお知らせ

下記の日時にて、語演会を開催いたしますのて、多くの会員の方資のご参集を期待いたします。

議演会   日 時   平 成 13年 1月 26日 (金) 午 後 3時 ～5時

場所   東 京農業大学総合研究所 (11暑 館)2階 大講義室

演題 1  「 企業化のための研究 `天敵ネマの実用化」

演者    エ ス ・デイー ・エス ・バイ牙テツク株式会社

山中 聡 氏

演題 2  「 牙ランダにおける生物防除の現状」

静岡県農業試験場 病 害虫部長

池田 二 三高氏

終了後、懇親会を予定しておりますので、ご参加ください。
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痛1衰  日 本でヨナガヘの守生が確認された一次寄生労
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ほコナガチピヒメバチがコナガヒメコバチの

寄生を受けており、夏以降のコナガの密度抑

制に土着寄生蜂が有効に働いていることが示

唆される。

セイヨウヨナガチビアメバチの放飼によるコ

ナガの密度抑制実験

セイヨウヨナガチビアメバチ ク玉de鞭

semi′′βどs切 は、ユーラシア原産の幼虫寄生

蜂であり、ヨナガ防除の目的で東南アジアを

中心に各国に導入されている。本種の放飼に

よるわが国てのコナガ密度抑制効果を調べる

ために、 1996-1999年 に岩手県のキ

ヤベ ツ`畑において放飼実験を繰り返した。そ

の結果、5月 中～下旬に定植したキヤベ ツ`畑

こ6月 上～中旬に2～ 3回 の寄生蜂放飼を行

うと、6月 下旬から7月 上旬にかけての密度

最大期に放飼区のコナガ幼虫密度を無放飼区

の 3分 の 1以下に抑制てきることがわかつた

(図1)。 この年の寄生蜂放飼数は株当たり

で雌蜂 1頭 である。
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図 1.セ イヨウヨナガチピアメバチ放飼によ

るコナガの密度抑制効果 (1996年盛岡市)

↓ほ寄生蜂放飼日、縦棒ほ95%信 頼区間

度



生協的め験罰会ニュースNo.16 -3-

第 1ま  日 本で コナガヘの守生が帝認 された一次 寄生蜂
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はコナガチピヒメバチかヨナガヒメコバチの

寄生を受けており、夏以降のコナガの密度抑

制に土着寄生蜂が有効に働しヽていることが示

唆される。

セイヨウヨナガチピアメバチの故飼によるコ

ナガの密度抑制実験

セイヨウコナガチピアメバチ タ物

settic/2匹物 は、ユーラシア原産の幼虫寄生

蜂であり、コナガ防除の目的で東南アジアを

中心に各国に導入されている。本種の放飼に

よるわが国でのコナガ密度抑制効果を調べる

ために、 1996-1999年 に着手県のキ

ヤベ ツ`畑において放飼実験を繰り返した。そ

の結果、5月 中～下旬に定植L/たキヤベ ツ`畑

で6月 上～中旬に 2～ 3回 の寄生蜂放飼を行

うと、6月 下旬から7月上旬にかけての密度

最大期に放飼区のコナガ幼虫密度を無放飼区

の 3分 の 1以 下に抑制できることがわかつた

(図1)。 この年の寄生蜂放飼数ほ株当たり

でlLt蜂1頭 である。
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図 1 セ イヨウコナガチビアメバチ放飼によ

るコナガの密度抑制効果 (1996年盛岡市)

↓は寄生蜂放飼日、縦棒は95%信 頼区間

度



生抽藤強ニユースNo.16
メ
■

５

０

５

０

コ

ナ

ガ

蝙

様

当

た

り

密

度

コナガヒメヨバチの放飼によるコナガの密度

抑制実験

有力な土着寄生蜂の 1種であり、多寄生性

であるコナガヒメコバチの生物的防除への利

用可能性を調べるため、1997年 に盛岡市

のキャベツ畑てセイヨウヨナガチピアメバチ

こ同様の放飼実験を行つた。キヤベ り`は5月

中旬定植で、6月 上～中旬にコナガヒメコバ
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図 2 コ ナガヒメコバチの放飼によるコナガ

の密度HIl制効果 (1997年盛岡市)

↓は寄生蜂放飼日、縦棒は95%信 頼区間

チを株当たり10頭 放飼した。その結果、6

月中旬以降の寄生率は最大約 70%に 達した

が、コナガの4齢 幼虫密度の増力8は抑制でき

なかつた (図2)。 この原因としては、本寄

生蜂の発育期間が長いため (25℃ て約 30

日)、 放飼した蜂の次の世代の羽化が時期的

に遅く、コナガの密度急増期に間に合わなか

つたためと考えられる。本種は 15℃ 以下で

は発否できないため、利用するとしても暖地

や夏季高温期に限られるかも知れない。ただ

し大量増殖が容易なので、毎週 1回 放飼する

など、放飼方法を改善すれば、今後生物的防

除に使える可能性はある。

ヨナガに対する寄生蜂の利用を中心としたキ

ャベツ害虫の総合的管理の試み

コナガを寄生蜂で防除こきたとしても、他

の害虫に対する防除手段ほ別に考える必要が

ある。そこで、寄生蜂の放飼こ選択的殺虫剤

の併用によるキヤベツ害虫の総合管理を試み

た。圃場は、岩手県西根町にある
一般農家か

らの借り上げ圃場を用い、5月 中旬に定植し

たキヤベ ツ`畑を、①BT剤 こ IGR剤 の散布

(計3回 )の みの区、②定植時に粒剤を施用

し、その後 BT剤 こ |OR剤 を 1回 ずつ散布

した区、③殺虫剤無散布区に分け、それぞれ

6反 復設置した。セイヨウコナガチピアメパ

チは6月 上旬に株当たりl lLt、キヤベツ畑全

体に放飼した。その結果、コナガほ寄生蜂に

よつて十分防除可能てあり、その他の害虫、

特にヨトウガこモンシロチヨウの発生に合わ

せて選択的殺虫剤を散布することで、殺虫剤

散布回数をこの地域の慣行である 1作 当たり

7～ 8□ の約半分に低減できる可能性が示唆

された。

おわりに

アフラナ科野菜の害虫はヨナガだけてはな

い。コナガ以外の害虫に対する殺虫剤以外の

防除手段も今後考えていく必要があるだろう。

たこえば性フエロモン剤、おこり植物、耐虫

性品種、産卵忌避物質などが考えられ、これ

からの研究の進展が期待される。

発行 東 京農業大学総合研究所研究会

生物的防除部会 (代表 河 合省三)

〒156-8502 東京都世田谷区桜丘1-1-1

TEと 03-5477-2565 巳田 03-5477-2634

E一MAIL kenkyukaCnodai`ac. jp
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